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8

錦帯橋（山口県）
表紙イラスト　永吉 秀司

清流錦川にかかる錦帯橋は木造5連
のアーチ橋です。日本三名橋の一つ
と言われ、桜の名所としても知られ
ています。1673年、岩国領主の吉川
広嘉により現在の錦帯橋の原型とな
る木造橋が架けられました。
1950年、台風による洪水で流失しま
したが、市民の強い要望により再建
されました。2002年からは木造部分
を架け替える「平成の架け替え事
業」が行われ、2004年に完成しまし
た。
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基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と
「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。
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Topics 1
平
成
31（
2
0
1
9
）事
業
年
度
一
般
会
計
事
業
計
画
を
策
定

第２

第１

す
。

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
適
し
た
レ
セ
プ
ト

様
式
の
見
直
し
等

･
措
置
さ
れ
た
選
択
式
記
載
項
目
に
対
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
対
応
と
し
て
、

チ
ェ
ッ
ク
が
可
能
な
残
る
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

･
選
択
式
記
載
項
目
が
措
置
さ
れ
て
い
な
い
項

目
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
措
置
さ
れ
る
よ
う
厚
生
労
働
省
と

連
携
を
図
り
つ
つ
更
な
る
拡
充
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の
公
開

･
未
公
開
と
な
っ
て
い
る
残
る
全
て
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
事
例
の
公
開
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。

･
な
お
、
公
開
に
当
た
っ
て
は
保
険
者
や
保
険

医
療
機
関
等
関
係
者
の
合
意
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

●
審
査
結
果
理
由
の
明
確
化

･
適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
の
促
進
及
び
再
審
査

請
求
減
少
に
向
け
、
審
査
結
果
理
由
の
明
確

基
本
方
針
　
　

●
2
0
1
9
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る
支
払

基
金
法
の
改
正
案
に
お
い
て
支
部
必
置
規
定
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
地
域

医
療
の
特
性
等
を
踏
ま
え
審
査
委
員
会
は
引
き

続
き
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

2
0
2
2
年
4
月
以
降
、
職
員
に
よ
る
レ
セ
プ

ト
事
務
点
検
業
務
の
実
施
場
所
は
全
国
10
か
所

程
度
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
順
次
集
約
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
審
査
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・
高

度
化
の
推
進
や
審
査
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消

に
向
け
た
審
査
基
準
の
統
一
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
人
材
育
成
・
組
織
強
化
に
関
す
る
取

組
に
つ
い
て
も
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ま
た
、
こ
の
改
正
案
に
お
い
て
「
適
正
な
レ
セ
プ

ト
の
提
出
に
向
け
た
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
支

援
」
が
理
念
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
審
査
結
果
理
由
の
明
確
化
な
ど

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
一
方
で
、
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
（
２
０

　

２
１
年
度
予
定
）
ま
で
の
間
、
継
続
す
る
こ
と

と
な
る
現
行
の
業
務
処
理
体
制
の
下
に
お
い
て

も
、「
現
行
業
務
運
営
の
品
質
維
持
・
向
上
に
関

す
る
取
組
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

業
務
効
率
化
・
高
度
化

計
画
に
係
る
取
組

　
「
業
務
効
率
化
・
高
度
化
計
画
」
に
掲
げ
る
項
目

に
関
し
、「
審
査
支
払
機
関
改
革
に
お
け
る
支
払
基

金
で
の
今
後
の
取
組
」
に
則
り
、主
に
以
下
の
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

審
査
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
・

高
度
化
の
推
進

●
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
構
築

･
年
度
前
半
に
は
基
本
設
計
を
終
え
、
年
度
後

半
か
ら
詳
細
設
計
及
び
開
発
に
着
手
し
ま
す
。

･
現
行
機
器
の
老
朽
化
及
び
支
部
業
務
サ
ー
バ

の
本
部
一
元
化
に
対
応
す
る
た
め
、
サ
ー
バ

機
器
等
の
ク
ラ
ウ
ド
化
等
の
設
計
を
進
め
ま

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
請
求
前
の
段
階
で
レ
セ
プ
ト
の
エ
ラ
ー
を
修
正

す
る
仕
組
み
の
導
入

･
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
合
わ
せ
、

請
求
前
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

A
S
P
と
す
る
た
め
の
詳
細
設
計
・
開
発
を

進
め
ま
す
。

よ
り
公
平
な
審
査
の
実
現
に

向
け
た
審
査
基
準
の
統
一
化

●
既
存
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の
見

直
し

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
平
成
31
（
2
0
1
9
）
事
業
年
度
一
般
会
計
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
2
月
25

日
理
事
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
平
成
31
事
業
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
と
併
せ
て
厚
生
労
働
大
臣
に
認
可
申
請
し
、
認

可
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

2018年度（実績） 2019年度（目標）

選択項目数／全項目数 124／ 562
（22.1％）

438項目検討
厚労省に要請

CCコード数（※）／選択式コード数 364／ 538
（67.7％）

430 ／ 538
（80.0％）

（医科・歯科・調剤計） 2018年度
目標

2018年度
（11月実績）

2019年度
（目標）

2020年度
（目標）

原審査（査定理由） 80％ 82.4％ 90％ 100％
再審査（原審どおり理由） 60％ 64.5％ 70％ 80％

表●コンピュータチェック状況

表●審査結果理由（査定・原審どおり）の連絡欄への記載割合

（※）CC：コンピュータチェックを略したもの

※返戻については、従前より記載割合100％

1

2

2月刊基金 April 2019



Topics 1

第３

･
支
部
点
検
条
件
を
全
国
で
有
効
性
の
高
い
も

の
か
ら
順
次
、
本
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
へ
の
集
約
を
進
め
ま
す
。

･
審
査
支
払
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
ま
で
に
支
部

点
検
条
件
を
す
べ
て
整
理
し
、
本
部
の
統
一

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
設
定

し
拡
充
を
図
り
ま
す
。

●
審
査
基
準
の
統
一
化

･
支
部
間
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
を
図
る
た

め
、
審
査
取
扱
状
況
の
分
析
結
果
に
よ
り
取

扱
い
が
概
ね
一

致
し
た
事
例
な

ど
に
つ
い
て
、

統
一
し
た
審
査

基
準
を
策
定
し

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

･
審
査
委
員
長
等

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
定
例
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、

各
支
部
の
審
査

基
準
の
取
扱
い

を
重
点
的
に
協

議
し
、
不
合
理

な
差
異
の
解
消

を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
審
査
委
員
会
の
在

ど
の
手
数
料
体
系
の
見
直
し
に
向
け
準
備
を

進
め
ま
す
。

●
業
務
棚
卸
等
に
よ
る
効
率
化
の
推
進

･
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
促

進
等
、
引
き
続
き
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
を

行
う
と
と
も
に
紙
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
（
Ｃ

Ｓ
Ｖ
）
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
に

向
け
た
取
組

　

保
険
医
療
機
関
等
に
お
け
る
適
正
な
保
険
診
療

の
確
保
へ
の
貢
献
及
び
審
査
業
務
の
効
率
化
の
促

進
に
資
す
る
取
組
と
し
て
、以
下
の
方
策
を
重
点
的

に
取
り
組
み
ま
す
。　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

ル
ー
ル
の
公
開
（
再
掲
）

審
査
結
果
理
由
の
明
確
化

（
再
掲
）

診
療
担
当
者
団
体
等
及
び
保
険
者
、

保
険
者
団
体
と
の
打
合
せ
会
等

　

診
療
担
当
者
団
体
等
で
開
催
す
る
説
明
会
へ
の

積
極
的
な
参
画
に
よ
る
適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
促

進
の
た
め
の
働
き
か
け
、再
審
査
請
求
の
減
少
に
向

け
た
保
険
者
や
保
険
者
団
体
と
の
効
果
的
な
打
合

せ
会
を
実
施
し
ま
す
。

り
方
の
見
直
し

･
専
門
医
の
少
な
い
地
域
に
お
け
る
特
定
の
診

療
科
の
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
適
正
な
審
査

に
資
す
る
た
め
ウ
ェ
ブ
会
議
方
式
の
活
用
等

を
推
進
し
ま
す
。

●
本
部
審
査
の
拡
大
等

･
対
象
範
囲
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
、
審
査
対

象
と
さ
れ
て
い
る
高
額
レ
セ
プ
ト
の
基
準
の

引
き
下
げ
と
専
門
性
が
高
い
レ
セ
プ
ト
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

支
部
組
織
の
集
約
化
な
ど
、

組
織
の
在
り
方
の
見
直
し

●
支
部
組
織
の
見
直
し

･
支
部
必
置
規
定
の
廃
止
（
※
）、
審
査
事
務
の

集
約
に
向
け
た
実
証
テ
ス
ト
に
お
け
る
課
題

等
を
踏
ま
え
、
支
部
組
織
の
体
制
や
移
行
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

･
全
国
組
織
と
し
て
、
各
支
部
の
業
務
処
理
日

程
に
つ
い
て
標
準
化
を
図
り
ま
す
。

（
※
）審
査
委
員
会
は
引
き
続
き
各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
る
。

●
人
員
体
制
の
ス
リ
ム
化
と
高
度
化　
　

･
今
後
の
組
織
の
見
直
し
に
向
け
て
、
新
た
な

人
事
制
度
及
び
能
力
開
発
・
人
材
育
成
に
活

用
す
る
た
め
の
人
事
評
価
制
度
の
仕
組
み
を

検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
取
組

●
手
数
料
体
系
の
見
直
し

･
審
査
の
内
容
に
応
じ
て
単
価
を
設
定
す
る
な

保
険
医
療
機
関
等
へ
の
改
善
要
請

●
電
話
連
絡
、
面
接
懇
談
等
に
よ
る
改
善
要
請

･
請
求
誤
り
に
つ
い
て
の
電
話
連
絡
、
文
書
連

絡
及
び
面
接
懇
談
等
を
実
施
し
ま
す
。

●
広
報
誌
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

･
厚
生
労
働
省
の
留
意
事
項
通
知
及
び
疑
義
解

釈
等
の
情
報
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
関
係
者
に
周
知
し
ま
す
。　

数
値
目
標
の
策
定
に
向
け
た
審
査

に
関
す
る
取
組
効
果
の
把
握

　
2
0
2
0
年
度
の
新
た
な
数
値
目
標
の
設
定
に

向
け
て
、
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
面
接
懇
談
等
の

取
組
を
通
じ
た
原
審
査
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
の
適

正
化
効
果
や
保
険
者
と
の
打
合
せ
が
再
審
査
に
与

え
る
効
果
に
つ
い
て
の
定
量
的
な
分
析
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
更
な
る
審
査
の
質
の
向
上

に
向
け
た
取
組
方
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

審
査
に
関
す
る

苦
情
等
相
談
窓
口
の
対
応

　

審
査
に
関
す
る
苦
情
等
相
談
窓
口
へ
の
苦
情
に

つ
い
て
迅
速
・
丁
寧
な
説
明
を
行
い
ま
す
。

未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
の
改
善
要
請

　
未
コ
ー
ド
化
傷
病
名
を
使
用
し
た
請
求
に
対
し
て
、

電
子
レ
セ
プ
ト
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
改
善
要

請
を
行
う
と
と
も
に
、厚
生
労
働
省
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
関
係
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
実
施
し
ま
す
。

区分 2017年
10月

2018年
9月

2019年9月
（目標）

審査支払新システム
稼働時

支部点検条件事例数
（削減率（％））

141,384
（－）

72,707
（48.6％）

約20,000
（約86.0％）

既存事例の整理を完了
（100.0％）

集約後の本部コンピュータ
チェックへの移行事例数 － － 1,500程度 3,000程度

表●既存の支部点検条件の整理

3

123

4

56 47
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Topics 1

第５

第４
レ
セ
プ
ト
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
運
用

　

診
療
報
酬
改
定
や
制
度
改
正
等
に
よ
る
レ
セ
プ

ト
へ
の
記
録
方
法
の
変
更
等
、請
求
に
留
意
す
べ
き

事
項
の
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
情
報
提
供
及
び
Ａ

Ｓ
Ｐ
の
追
加
・
変
更
等
を
行
い
ま
す
。

電
子
点
数
表
の
作
成
及
び
公
表

　

診
療
報
酬
改
定
等
に
伴
う
改
正
事
項
に
つ
い
て

電
子
点
数
表
に
的
確
に
反
映
し
、
迅
速
に
公
表
す

る
こ
と
で
保
険
医
療
機
関
等
の
適
正
な
レ
セ
プ
ト

提
出
を
支
援
し
ま
す
。

人
材
育
成
・
組
織
強
化
に

関
す
る
取
組

　

審
査
・
支
払
や
保
険
診
療
に
関
す
る
専
門
知
識

を
も
っ
た
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、保

有
す
る
人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
業
務
の
拡

大
や
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
向
け
た
組
織

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進

●
障
が
い
者
雇
用
の
推
進

･
障
が
い
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
法
定
雇
用
率

2
・
2
％
を
達
成
す
る
よ
う
雇
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

●
定
年
退
職
者
の
知
識
・
能
力
・
経
験
の
活
用

支
払
基
金
の
保
有
す
る

人
材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

業
務
の
拡
大

●
地
方
単
独
医
療
費
助
成
事
業
に
係
る
審
査
支
払

業
務
の
拡
大

･
延
べ
5
1
6
7
事
業
（
全
助
成
事
業
の
約
65

　
％
）
の
受
託
状
況
を
踏
ま
え
、
未
受
託
の
事

業
に
つ
い
て
手
数
料
水
準
を
含
め
た
優
位
性

の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
全
助
成
事
業
受
託

に
向
け
た
効
果
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

●
柔
道
整
復
療
養
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
受
託

･
柔
道
整
復
療
養
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
受

託
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

●
デ
ー
タ
分
析
等
に
関
す
る
業
務

･
診
療
報
酬
請
求
書
及
び
特
定
健
康
診
査
等
に

関
す
る
情
報
の
収
集
、
分
析
、
そ
の
結
果
の

活
用
の
促
進
に
関
す
る
事
務
の
具
体
的
な
検

討
を
進
め
ま
す
。

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

リ
ス
ク
管
理
専
任
部
署
及
び
リ
ス
ク
管
理
委
員

会
の
設
置
も
検
討
す
る
な
ど
、内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

の
整
備
を
推
進
す
る
組
織
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。

現
行
業
務
運
営
の
品
質
維

持
・
向
上
に
向
け
た
取
組

　　

新
シ
ス
テ
ム
稼
働
ま
で
の
間
は
現
行
の
業
務
処

･
定
年
退
職
者
の
雇
用
を
促
進
し
、
こ
れ
ま
で

に
培
っ
た
知
識
・
能
力
・
経
験
の
有
効
活
用

に
よ
り
業
務
品
質
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま

す
。

●
女
性
活
躍
の
推
進

･
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
取
組
の
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
2
0
2
0
年
度
末
ま

で
に
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
13
％
以

上
を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

人
材
育
成
の
推
進

●
職
務
能
力
に
関
す
る
研
修

･
職
務
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・
能
力
や
責

任
を
意
識
さ
せ
、
業
務
遂
行
に
必
要
な
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
階
層
別
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

●
審
査
事
務
に
関
す
る
研
修

･
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
の
新
た
な
手
法
を
取
り
入

れ
実
践
に
直
結
す
る
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
す
る
研
修
等

･
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
説
明
力
向
上
の
た
め
の

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
自
ら

の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
支
援
と
し
て

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

●
事
務
処
理
誤
り
防
止
に
関
す
る
研
修

･
基
金
職
員
と
し
て
の
倫
理
の
徹
底
、
事
務
処

理
誤
り
の
防
止
及
び
危
機
管
理
能
力
の
向
上

に
係
る
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

理
体
制
を
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、2
0
1
9
年
度
に

お
い
て
も
業
務
運
営
の
品
質
維
持
・
向
上
に
関
す
る

取
組
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

請
求
支
払
業
務

･
診
療
報
酬
及
び
出
産
育
児
一
時
金
の
的
確
な

請
求
支
払
を
実
施
し
ま
す
。

･
2
0
1
9
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と
な

る
70
歳
代
前
半
の
一
部
負
担
金
等
軽
減
特
例

措
置
に
つ
い
て
2
月
、
3
月
診
療
分
の
支
払

及
び
月
遅
れ
分
に
対
す
る
事
務
処
理
を
的
確

に
行
い
ま
す
。

　

事
業
運
営
に
関
す
る
事
項　

･
2
0
1
9
年
4
月
1
日
に
政
府
発
表
さ
れ
る

元
号
変
更
の
対
応
、
医
療
保
険
者
等
向
け
中

間
サ
ー
バ
等
の
運
用
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
強
化
等
事
業
運
営
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
的
確
に
実
施
し
ま
す
。

組
織
運
営
等
に
関
す
る
事
項

･
災
害
発
生
時
に
備
え
た
事
業
継
続
計
画
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
や
監
査
の
実
施
及
び
広
報
・
広
聴
の
強
化

充
実
の
取
組
を
通
じ
て
、
組
織
運
営
等
に
関

す
る
事
項
の
品
質
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。

8

3

91

2

4

3 2 1
　

な
お
、
事
業
計
画
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
支

払
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ 

↓ 

組
織
概
要 

↓ 

事
業
計
画
・
収
入
支
出
予
算
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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薬剤

審査情報提供事例
（医科・歯科）を公表

　平成31年2月13日に開催した「第34回審査情報提供検討委員会」において、薬剤3事例を情報提供する
こととし、第20次審査情報提供事例（医科）として2月25日に公表しました。
　また、平成31年2月5日に開催した「第17回審査情報提供歯科検討委員会」において、画像診断1事例を
情報提供することとし、第15次審査情報提供事例（歯科）として2月25日に公表しました。
　なお、これまでの公表分を含む全事例については、支払基金ホームページに掲載しています。

事例№
成分名

主な製品名 薬理作用 使用例
《使用例において審査上認める根拠》

留意事項

　原則として、「アミカシン
硫酸塩【注射薬】」を「非結
核性抗酸菌症（アミカシン
感受性の場合に限る。）」に
対して投与した場合、当該
使用事例を審査上認める。
《薬理作用が同様であり、妥
当と推定される。》

⑴　当該使用例は、アミカシン感受性の非結核性抗
酸菌症に限り認める。

⑵　M.abscessus症以外における一次治療での使用は
不適当である。

⑶　当該使用例の用法・用量
ア　通常、成人1回アミカシン硫酸塩として15mg
（力価）/kgを1日1回又は7.5mg（力価）/kgを1日

2回連日点滴静注投与するか、15～25mg（力価）
/kgを週3回点滴静注投与する。

　　なお、年齢、体重及び症状によって適宜増減する。
イ　50歳以上の場合、1回アミカシン硫酸塩とし
て8～10mg（力価）/kgを週2～3回点滴静注投与
する。

　　なお、年齢、体重及び症状によって適宜増減
するが、1日の最高投与量は500mg（力価）まで
とする。

ウ　小児1回アミカシン硫酸塩として15～30mg（力
価）/kgを連日点滴静注投与するか、15～30mg（力
価）/kgを週3回点滴静注投与する。

　 　なお、年齢、体重及び症状によって適宜増減する。
⑷　著しい肥満の患者では、理想体重分投与量に、
理想体重と実体重の差の体重分投与量の40％を合
算した投与量とする。

⑸　投与開始1週間後から必ず定期的に血中濃度測
定を行い、至適投与量に調節する。

　ア　トラフ値＜5mg/L
イ　最高血中濃度25-35mg/L（週3回投与の場合65-

85mg/L）
⑹　高齢者、るい痩を生じた患者、腎障害のある患者、
腎機能低下の患者には、投与量を減量又は投与間
隔を空けて使用するなど、慎重に投与量を調節す
る。

⑺　本剤の使用にあたっては、耐性菌の発現等を防
ぐため、疾病の治療上必要な最小限の期間の投与
にとどめる。

⑻　本剤をMAC 症を含む非結核性抗酸菌症に使用す
る際には、投与開始時期、投与期間、併用薬等に
ついて国内外の各種学会ガイドライン等、最新の
情報を参考にした上で投与する。

⑼　アミノグリコシド系抗菌薬に対する遺伝的な感
受性により、投与初期から聴力障害を呈する場合
があるため、投与前に慎重に問診を行う。

⑽　聴力低下の防止及び早期診断のため、本剤の投
与開始前から投与終了1か月後まで、月に1回程
度聴力検査を行うことが推奨される。

第20次審査情報提供事例（医科）

３２２
アミカシン硫酸
塩【注射薬】

蛋白合成阻
害作用

（局）アミカシン硫酸
塩注射液
アミカシン硫酸塩注
射液100mg「日医工」
等
（局）注射用アミカシ
ン硫酸塩
アミカシン硫酸塩注
射用100mg「日医工」
等

Topics 2

支払基金ホームページ  https://www.ssk.or.jp/
トップページ → 診療報酬の審査 → 審査情報提供事例
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　審査支払機関における診療報酬請求に関する審査は、健康保険法、療養担当規則、診療報酬点数表及び関係諸通知
等を踏まえ各審査委員会の医学的・歯科医学的見解に基づいて行われています。
　一方、審査の公平・公正性に対する関係方面からの信頼を確保するため、審査における一般的な取扱いについて広
く関係者に情報提供を行い、審査の透明性を高めることとしております。
　このため、平成16年7月に「審査情報提供検討委員会」、平成23年6月に「審査情報提供歯科検討委員会」を設置し、
情報提供事例の検討と併せ、審査上の一般的な取扱いに係る事例について、情報提供を行ってまいりました。
　今後とも、当該委員会において検討協議を重ね、提供事例を逐次拡充することとしておりますので、関係者の皆様
のご参考となれば幸いと考えております。
　なお、情報提供する審査の一般的な取扱いについては、療養担当規則等に照らし、当該診療行為の必要性、用法・
用量の妥当性などに係る医学的・歯科医学的判断に基づいた審査が行われることを前提としておりますので、本提供
事例に示された適否が、すべての個別診療内容に係る審査において、画一的あるいは一律的に適用されるものではな
いことにご留意ください。

審査情報提供事例について

診療項目 事例 取扱い 取扱いを定めた理由 留意事項

画像診断 ５７
写真診断

　原則として、「Ｈｙｓ」病名で、
歯科エックス線撮影（全顎撮影以
外の場合）の算定を認める。

　歯科エックス線撮影（全顎撮影以外の
場合）の画像情報が、硬組織疾患の鑑別
診断に有用な場合がある。

第15次審査情報提供事例（歯科）

事例№
成分名

主な製品名 薬理作用 使用例
《使用例において審査上認める根拠》

留意事項

３２３　
ミコフェノール
酸　モフェチル
【内服薬】

セルセプトカプセル
250、セルセプト懸濁
用散 31.8%、他後発
品あり

移植免疫抑
制作用

　原則として、「ミコフェノー
ル酸　モフェチル【内服
薬】」を「同種造血幹細胞移
植時の移植片対宿主病の
抑制」に対して処方した場
合、当該使用事例を審査上
認める。《薬理作用が同様
であり、妥当と推定される。》

⑴　当該使用例の用法・用量
　ア　成人
　1回500～1,500mgを1日2～3回食後に経口投
与する。
　なお、年齢、症状により適宜増減するが、1
日3,000mgを上限とする。

　イ　小児
　1回300～600mg/㎡を1日2回食後に経口投与
する。
　なお、年齢、症状により適宜増減するが、1日
2,000mgを上限とする。

⑵　本剤は、ヒトにおいて催奇形性が報告されている
ので、妊娠する可能性のある婦人に投与する際は、
投与開始前に妊娠検査を行い、陰性であることを
確認した上で投与を開始する。
　また、本剤投与前から投与中止後6週間は、信
頼できる確実な避妊法の実施を徹底させるととも
に、問診、妊娠検査を行うなどにより、妊娠して
いないことを定期的に確認する。

⑶　造血幹細胞移植における本剤の投与は、免疫抑
制療法及び移植患者の管理に精通している医師又
はその指導のもとで行う。

⑷　診療ガイドライン等の最新の情報を参考に、本剤
の投与が適切と判断される患者に投与する。

３２４　
⑴　カルボプラ
チン【注射薬】
⑵　パクリタキ
セル【注射薬】

⑴　カルボプラチン
　　パラプラチン注射
液50mg、同150mg、
同450mg、他後発品
あり

⑵　パクリタキセル
      タキソール注射
液30mg、同100mg、
他後発品あり

⑴　カルボ
プラチン
　抗腫瘍作
用
⑵　パクリ
タキセル
　抗腫瘍作
用

　原則として、「カルボプ
ラチン、パクリタキセル【注
射薬】」を「胸腺癌」に対し
て併用投与した場合、当該
使用事例を審査上認める。
《薬理作用が同様であり、
妥当と推定される。》

当該使用例の用法・用量
⑴　カルボプラチン
　パクリタキセルとの併用において、通常、成人に
はカルボプラチンとして、1日1回AUC＝6を投与し、
少なくとも3週間休薬する。これを1クールとし、投
与を繰り返す。
　なお、投与量は、患者の状態により適宜減量する。
⑵　パクリタキセル
　カルボプラチンとの併用において、通常、成人に
はパクリタキセルとして、1日1回200mg/㎡（体表面積）
を3時間かけて点滴静注し、少なくとも3週間休薬す
る。これを1クールとして、投与を繰り返す。
　なお、投与量は、患者の状態により適宜減量する。
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初　

日

　

本
会
議
は
全
国
審
査
委
員
会
の
審
査

委
員
長
な
ら
び
に
支
部
長
、基
金
本
部
の

役
員
、
部
室
長
等
が
一
堂
に
会
し
、
新
年

度
に
向
け
て
の
意
見
交
換
を
行
う
会
議
で

あ
り
、
は
じ
め
に
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
の
古
元
重
和
企
画
官
か
ら
「
医

領
、
審
査
充
実
の
取
組
、
組
織
風
土
改
革

の
取
組
状
況
と
来
年
度
の
展
開
や
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
中
で
「
誤
解
の
多
い

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
働
き
方
改
革
」

と
題
し
、中
央
大
学
大
学
院
戦
略
経
営
研

究
科
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
教
授
の
佐

藤
博
樹
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月

全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部
長
会
議
を
開
催

療
制
度
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題
」
と
題

し
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、来
賓
の
厚
生
労
働
省
保
険
局
の

安
藤
公
一
保
険
課
長
か
ら
あ
い
さ
つ（
Ｐ

12
〜
14
に
掲
載
）
を
い
た
だ
き
、続
い
て
、

神
田
裕
二
理
事
長
か
ら
あ
い
さ
つ（
Ｐ
９

〜
11
に
掲
載
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
全
国
審
査
運
営
審
議
会
の

検
討
結
果
の
報
告
」
と
題
し
て
意
見
交

換
を
行
い
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
公
開
後
の
検
証
と
今
後
の
取
組
」
や

「
高
額
注
意
チ
ェ
ッ
ク
廃
止
に
係
る
検
証

と
今
後
の
取
組
」
に
つ
い
て
の
協
議
等
を

行
い
ま
し
た
。

２
日
目

　
２
日
目
は
支
部
長
を
対
象
と
し
、本
部

の
担
当
部
か
ら
支
払
基
金
法
改
正
関
係

や
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
・
実
施
要

Topics 3

　

支
払
基
金
は
、
全
国
組
織
と
し
て

の
機
能
強
化
と
審
査
の
質
の
向
上

お
よ
び
審
査
充
実
の
た
め
の
諸
方
策

等
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
３
月
７
日
（
木
）

８
日
（
金
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

平
成
31
年
３
月
全
国
基
金
審
査
委

員
長
・
支
部
長
会
議
を
支
払
基
金
神

奈
川
支
部
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
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Topics 3

だ
そ
う
で
す
が
、
協
会
け
ん
ぽ
の
標

準
報
酬
月
額
は
大
体
28
万
円
で
す
の

で
、
１
月
の
保
険
料
が
３
千
円
以
上

違
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
者
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を

得
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
審
査

結
果
の
不
合
理
な
差
異
を
解
消
す
る

努
力
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
審
査
事
務
セ

ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
審
査
の
広
域
的
な
状
況
を
速

や
か
に
把
握
し
、
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
と
説
明
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
多
く
の
支
部
で
、

地
区
別
あ
る
い
は
診
療
科
別
に
職
員

が
審
査
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
担
当
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

場
所
だ
け
変
え
た
の
で
は
集
約
す
る

効
果
は
か
な
り
限
ら
れ
た
も
の
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
や
は
り
、
集
約
さ
れ
た
支
部
に

お
い
て
、
職
員
が
地
域
、
都
道
府
県

を
ま
た
が
っ
て
、
あ
る
い
は
分
担
を

交
換
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
支
部

間
の
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
に

い
ち
早
く
気
づ
き
、
対
応
が
で
き
る

　
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部
長

会
議
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
審
査
委
員
会
の
運

営
、
ま
た
、
支
払
基
金
の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、
審
査
委
員
長
の
皆
さ
ま

方
に
は
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
ま
ず
始
め
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
部
長
の
皆
さ
ま
に
は
支

部
の
業
務
運
営
を
牽
引
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
併
せ
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
た
だ
今
、
安
藤
保
険
課
長
か
ら
こ

れ
ま
で
の
支
払
基
金
の
歴
史
、
そ
し

て
今
回
の
改
定
の
趣
旨
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
今
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
と
２
０
２
１
年
９
月
に
新
し
い
審

査
支
払
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
、
そ
の

稼
働
状
況
を
見
な
が
ら
２
０
２
２
年

４
月
以
降
順
次
、
職
員
が
行
う
審
査

事
務
点
検
業
務
に
つ
い
て
は
、
全
国

10
か
所
程
度
の
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）（
以
下
「
審
査
事
務
セ
ン

タ
ー
」）
に
集
約
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

本
年
２
月
、
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ

た
支
払
基
金
法
の
改
正
案
に
関
す
る

問
題
意
識
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
国
会
で
法
案
が
審
議
さ

れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

法
改
正
の
趣
旨
は
、
審
査
結
果
の
不

合
理
な
差
異
の
解
消
に
向
け
た
取
組

を
加
速
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
目
的

だ
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
審
査
の
現
場
を
預
か
る
立
場

と
し
て
は
二
つ
の
大
き
な
課
題
が
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
仕
事
の
や
り
方
そ
の

も
の
の
条
件
整
備
の
問
題
で
す
。

　
今
回
、
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
集

約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
大
前
提
と
し
て
患
者
の
個
別
性
や

医
療
の
多
様
性
を
踏
ま
え
て
、
専
門

的
知
識
と
臨
床
経
験
に
よ
る
医
学
的

判
断
に
基
づ
き
、
実
質
的
に
都
道
府

県
に
存
続
さ
れ
る
審
査
委
員
会
よ
り

決
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
最
近
の
傾
向
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
保
険
者
も
都
道
府
県
が

共
同
保
険
者
に
な
り
、
都
道
府
県
は

以
前
よ
り
も
医
療
政
策
に
関
与
す
る

か
わ
り
に
、
保
険
料
は
地
域
の
医
療

費
の
水
準
に
応
じ
て
負
担
を
し
て
も

ら
う
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
の
来
年
度
の
保
険
料

率
を
み
る
と
、
も
っ
と
も
高
い
佐
賀

県
は
10
・
75
％
で
す
。
一
番
低
い
新

潟
県
は
９
・
63
％
で
す
の
で
、
１
・

12
％
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
１
％

を
超
え
る
差
が
生
ず
る
の
は
初
め
て

審査事務センターをどこに集約するのかを今年中に示したい
～支払基金 神田理事長あいさつ～
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Topics 3

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
先
日
、何
が
不
合
理
で
何
が
合
理
的
な

差
な
の
か
、
そ
う
い
う
抽
象
的
な
こ
と
を

言
っ
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い

の
か
と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、私
自
身
は
職
員

が
複
数
の
都
道
府
県
を
ま
た
が
っ
て
仕
事

を
す
る
と
き
に
、
そ
の
当
て
は
め
が
あ
ま

り
に
違
っ
て
い
て
職
員
の
仕
事
が
回
ら
な

い
よ
う
で
は
、先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う

な
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し

い
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
は
で
き
る
限
り

解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
今
、新
し
い
審
査
支

払
シ
ス
テ
ム
に
向
け
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
に
つ
い
て
支
部
独
自

の
点
検
条
件
を
本
部
に
移
行
・
集
約
す
る

と
い
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
日
は
業
務
処
理
日
程
や
審
査

委
員
会
の
会
期
日
程
を
各
支
部
で
統
一

す
る
と
い
う
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
実
証
テ
ス
ト
の
話
を
伺
い
ま

す
と
、事
務
付
託
の
範
囲
を
ど
う
す
る
の

か
、
あ
る
い
は
支
部
の
取
り
決
め
が
違
っ

て
い
て
困
惑
し
た
と
い
う
よ
う
な
話
を
職

員
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
計
画
的
に
職

員
が
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
す

る
際
に
困
ら
な
い
よ
う
な
条
件
整
備
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、仕
事
を
す
る
基
盤
と
な
る

勤
務
環
境
や
人
事
制
度
の
基
盤
・
条
件
整

備
の
問
題
で
す
。
い
く
つ
か
の
支
部
で
職

員
の
話
を
聞
き
ま
す
と
、審
査
事
務
セ
ン

タ
ー
は
ど
こ
に
集
約
さ
れ
る
の
か
、自
分

は
集
約
さ
れ
る
審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
に
行

く
の
か
、
そ
の
時
に
通
勤
で
き
る
の
か
、

転
勤
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
そ
の

時
に
子
ど
も
の
教
育
や
親
の
介
護
は
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、将
来
へ
の
見
通

し
が
持
て
な
い
中
で
職
員
が
不
安
を
抱
え

て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

職
員
の
不
安
を
軽
減
し
て
将
来
へ
の
見

通
し
が
も
て
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
、

ま
ず
は
、審
査
事
務
セ
ン
タ
ー
の
10
か
所

を
ど
こ
に
集
約
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

今
年
中
に
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
職
員
の
希
望
や
意
見
と

い
う
も
の
を
丁
寧
に
聞
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
職
員
の
採
用
や

配
置
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
、
人
事
評
価
、
報

酬
、等
級
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
人

事
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
、
支
払
基
金
は
組
織
風

土
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
や
り
が

い
の
あ
る
組
織
風
土
、風
通
し
の
良
い
組

織
風
土
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

２
０
１
９
事
業
年
度
の
事
業
計
画
に

お
き
ま
し
て
は
、
改
正
法
案
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
審
査
事
務
の
効
率

化
・
高
度
化
、
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差

異
の
解
消
の
取
組
と
あ
わ
せ
、人
事
制
度

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の
改
正
法
案
に
は
適
正
な

レ
セ
プ
ト
の
提
出
に
向
け
た
医
療
機
関

に
対
す
る
支
援
と
い
う
こ
と
が
支
払
基
金

の
業
務
運
営
の
理
念
と
し
て
盛
り
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
新
し
く
大
き
な
柱
と

し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル

の
公
開
、
審
査
結
果
の
理
由
の
明
確
化
、

関
係
団
体
と
の
打
合
せ
、医
療
機
関
に
対

す
る
改
善
要
請
な
ど
を
来
年
度
の
計
画
に

は
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
来
年
度
の
業
務
の
目
標
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
再
審
査
査
定
割
合
に
よ

る
評
価
・
指
標
と
い
う
も
の
を
や
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
大
き
く
二
つ
ご
ざ

い
ま
す
。
一
つ
目
は
、先
ほ
ど
の
法
律
改

正
で
、
こ
れ
か
ら
は
医
療
機
関
か
ら
の
適

正
な
レ
セ
プ
ト
の
提
出
に
向
け
て
支
援
を

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、目
的

が
達
成
さ
れ
れ
ば
原
審
査
の
査
定
割
合
は

減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、原
審
査
の
査
定
割
合
が
下
が
る

と
い
う
こ
と
は
再
審
査
査
定
割
合
は
逆
に

上
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

新
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
理
念
に
反
す
る

と
い
う
の
が
一
つ
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
足
元
で
再
審
査
の
請
求

件
数
が
非
常
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
２
０
１
１
年
に
支
払
基
金
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
計
画
を
策
定
し
た
時
点

で
１
万
件
当
た
り
の
再
審
査
の
請
求
件
数

は
１
０
０
件
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
向
上

計
画
の
目
標
年
次
に
は
そ
れ
が
45
件
と
半

分
以
上
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
で
し
た

が
、
今
、
足
元
は
１
万
件
当
た
り
１
３
５

件
と
い
う
こ
と
で
、予
想
に
比
べ
る
と
３

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
審
査
の
質
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
再
審
査
の
請
求
件
数
が
３
倍

に
増
え
れ
ば
、再
審
査
の
査
定
割
合
と
い
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う
の
は
一
般
的
に
は
上
が
る
こ
と
が
当
然

で
あ
り
、足
元
の
努
力
を
評
価
す
る
指
標

と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
、再
審
査
査
定
割

合
に
よ
る
評
価
と
い
う
の
は
や
め
て
お
り

ま
す
が
、実
際
は
そ
の
再
審
査
査
定
の
う

ち
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
や
疑
義
付

せ
ん
が
つ
い
て
い
る
の
は
２
割
程
度
で

あ
っ
て
、残
り
の
７
〜
８
割
と
い
う
の
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
も
疑
義
付
せ

ん
も
つ
い
て
い
な
い
も
の
が
再
審
査
査
定

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

先
ほ
ど
前
提
条
件
が
崩
れ
て
い
る
と
い
う

風
に
申
し
ま
し
た
が
、前
提
条
件
を
回
復

し
よ
う
と
す
れ
ば
再
審
査
の
請
求
件
数
を

い
か
に
減
ら
し
て
い
く
か
と
い
う
取
組
を

し
っ
か
り
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
や
っ

て
き
た
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
や
疑
義
付
せ
ん
が
つ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
再
審
査
で
査
定
に
な
る
よ
う
な

も
の
は
、
し
っ
か
り
と
原
審
査
の
段
階
で

確
認
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
が
つ

い
て
い
な
か
っ
た
７
〜
８
割
に
つ
い
て

は
、再
審
査
の
請
求
が
出
て
き
て
い
て
も

原
審
を
維
持
す
れ
ば
再
審
査
の
査
定
割
合

は
下
が
る
と
い
う
発
想
で
は
だ
め
で
、
や

は
り
そ
こ
に
は
審
査
の
質
を
向
上
さ
せ
る

ヒ
ン
ト
が
埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
意

識
を
も
っ
て
、
そ
の
中
身
を
分
析
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
今
も
支
部
で
職
員
が
個

別
に
抽
出
機
能
を
使
い
同
じ
よ
う
な
再
審

査
査
定
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
力
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
個
人
だ
け
で
な

く
良
い
も
の
は
支
部
の
中
で
共
有
し
、
そ

れ
を
支
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

ル
ー
ル
に
設
定
す
る
。
あ
る
い
は
、
さ

ら
に
有
効
な
も
の
は
本
部
に
も
そ
れ
を
取

り
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
部
と
し

て
も
、
再
審
査
査
定
の
理
由
を
よ
く
精

査
し
、
影
響
の
大
き
い
も
の
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
を
設
定
す
る
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、再
審
査
査
定
割
合
で
評
価
を
し

な
い
わ
け
で
す
の
で
、再
々
審
査
で
査
定

す
る
も
の
の
中
に
Ｄ
項
と
い
う
算
定
ル
ー

ル
に
関
わ
る
も
の
が
結
構
あ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
再
審
査

の
段
階
で
し
っ
か
り
と
査
定
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
再
審
査
査
定
割
合
と
い
う
指
標
は
や
め

ま
す
が
、２
０
２
０
年
度
に
向
け
て
新
し

い
指
標
を
検
討
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

定
量
的
な
分
析
、
ま
た
、
再
審
査
を
減
ら

し
て
い
く
新
し
い
有
効
な
方
策
等
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

審
査
委
員
長
の
皆
さ
ま
方
、
ま
た
、
支
部

長
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
も
っ
と
こ

う
い
う
や
り
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
ご
意
見
を
伺
わ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
一
点
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
先
月
か
ら
、支
払
基
金
と
医
療
課
の

定
期
協
議
を
２
か
月
に
１
回
開
催
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
改
定
年
度

に
は
支
払
基
金
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
要
望

を
出
し
て
お
り
ま
す
が
、改
定
作
業
が
は

じ
ま
り
ま
す
と
医
療
課
の
職
員
は
非
常
に

多
忙
を
極
め
て
い
て
、
な
か
な
か
丁
寧
に

話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、審
査
現
場
の
声
を
診

療
報
酬
制
度
に
し
っ
か
り
反
映
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
定
期
協
議
で
は
監

査
指
導
室
の
監
査
官
等
に
窓
口
を
し
て
い

た
だ
き
、丁
寧
に
要
望
を
聞
い
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
可
能
な

限
り
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
要
望
を
実

現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
請
求
の
際
に
添
付
さ

れ
る
症
状
詳
記
に
つ
い
て
は
選
択
式
に
し

て
い
く
、
あ
る
い
は
支
部
か
ら
照
会
い
た

だ
い
た
疑
義
に
つ
い
て
は
早
く
返
事
が
欲

し
い
と
い
う
声
も
伺
い
ま
す
の
で
、
そ
う

い
う
こ
と
も
こ
の
場
を
通
じ
て
で
き
る
限

り
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

本
日
は
全
国
審
査
運
営
審
議
会
等
で

議
論
さ
れ
た
会
議
日
程
、
そ
の
他
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
将
来
の
審

査
事
務
セ
ン
タ
ー
の
集
約
に
向
け
て
そ
の

条
件
整
備
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
大
局

的
な
主
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
そ
の

主
旨
に
つ
い
て
ご
賢
察
を
賜
り
、忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
承
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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支払基金と軌を一にして改革の実現に取り組んでいきたい
～厚労省 安藤保険課長あいさつ～

　
厚
生
労
働
省
保
険
局
保
険
課
長
の
安

藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
審
査
委
員
の
先
生

方
な
ら
び
に
支
部
長
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
て
は
、
日
頃
よ
り
審
査
・
支
払
業
務

に
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部
長
会

議
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
昭

和
23
年
に
設
立
さ
れ
、
70
年
の
間
、
診

療
報
酬
の
審
査
・
支
払
業
務
と
い
う
医

療
保
険
制
度
の
適
正
な
実
施
・
運
営
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
役
割
を
担
い
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
医
療
技
術
の
高
度
化
や
急
速
な
高
齢

化
の
進
行
等
に
よ
り
、
医
療
費
が
40
兆

円
を
超
え
、
審
査
・
支
払
業
務
も
年
々

複
雑
化
、
多
様
化
す
る
中
に
お
い
て
、

長
年
に
渡
っ
て
適
正
な
審
査
を
確
保

し
、
国
民
に
良
質
な
医
療
を
提
供
し
続

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
考
え
て
お
り
、

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ま
ご
案
内
の
よ
う
に
、

厚
生
労
働
省
は
先
月
、
通
常
国
会
に
支

払
基
金
の
組
織
の
見
直
し
を
主
た
る
内

容
と
す
る
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
法
の
改
正
案
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
頃
か
ら
皆
さ
ま
方
に
も
ご
意
見

を
お
伺
い
し
つ
つ
、
厚
生
労
働
省
に
て

検
討
を
進
め
て
き
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

本
日
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

改
め
て
こ
の
法
案
の
提
出
に
至
っ
た
考

え
方
に
つ
い
て
、
少
し
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
組
織
の
見
直
し
の
考
え
方

　
支
払
基
金
は
昭
和
23
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
診
療
報
酬
の
審

査
・
支
払
に
つ
い
て
は
、
戦
前
は
当
時

の
厚
生
大
臣
の
委
嘱
に
基
づ
い
て
医
師

会
が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
政
管
健
保

に
つ
い
て
は
財
団
法
人
社
会
保
険
協
会
、

組
合
健
保
に
つ
い
て
は
健
保
連
が
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
診
療
報
酬
の
請
求

事
務
は
き
わ
め
て
複
雑
で
手
間
も
か
か

る
中
で
支
払
の
遅
延
が
問
題
と
な
り
、

こ
れ
を
統
一
的
か
つ
迅
速
に
行
う
機
関

と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
に
な

り
ま
す
。

　
戦
争
に
よ
り
健
康
保
険
制
度
が
崩
壊

寸
前
の
状
態
に
あ
る
中
、
戦
後
の
新
憲

法
の
理
念
の
下
で
健
康
保
険
制
度
を
始

め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
立
て
直
し

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
支

払
基
金
の
設
立
に
よ
り
、
診
療
報
酬
と

い
う
い
わ
ば
健
康
保
険
制
度
の
血
液
に

も
当
た
る
部
分
が
円
滑
に
循
環
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後

の
健
康
保
険
制
度
の
再
建
や
発
展
に
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う

の
が
歴
史
的
な
評
価
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、
組
織
創
設
時
か
ら
50
年
以
上

の
間
、
レ
セ
プ
ト
は
紙
で
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
限
ら
れ
た
期

間
の
中
で
審
査
し
医
療
機
関
に
迅
速
に

支
払
う
、
言
葉
に
す
る
と
簡
単
で
す

が
、
実
際
の
審
査
・
支
払
に
当
た
っ
て

は
、
審
査
委
員
の
先
生
方
、
職
員
の
方

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の

と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　
戦
後
、
保
険
診
療
が
わ
が
国
の
医
療

の
中
心
と
な
る
こ
と
に
併
せ
、
そ
れ
に

相
ま
っ
て
紙
レ
セ
プ
ト
の
件
数
が
年
々

相
当
な
勢
い
で
増
大
す
る
中
で
、
こ
れ

を
円
滑
に
処
理
す
る
、
そ
の
た
め
に
は

マ
ン
パ
ワ
ー
に
依
存
す
る
し
か
な
く
、

そ
れ
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
支

払
基
金
で
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
支

部
を
設
置
し
、
支
部
を
中
心
と
し
て
審

査
・
支
払
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
、
膨
大
な
紙
レ
セ
プ
ト
の

全
て
を
精
緻
に
審
査
す
る
こ
と
は
物
理

的
に
も
困
難
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
ご
と
に
過
去
の
審
査
実
績
や
審
査

委
員
の
先
生
方
の
知
見
も
踏
ま
え
、
重

点
的
に
審
査
す
る
医
療
機
関
の
範
囲
な

ど
を
決
め
審
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
効
率
的

に
審
査
を
行
う
た
め
の
現
場
の
工
夫
で

あ
り
、
紙
レ
セ
プ
ト
で
あ
る
が
故
の
限

界
で
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
実
務
も
踏
ま
え
、
現
行

の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
に

お
い
て
は
、
支
部
が
業
務
運
営
に
責
任

を
持
つ
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
わ
ば
、
健
康
保
険
制
度
か
ら
の
要

請
に
応
え
る
合
理
的
な
必
然
と
し
て
、

マ
ン
パ
ワ
ー
を
支
部
に
集
約
し
法
制
的

に
も
支
部
完
結
型
の
組
織
体
制
と
し
た

上
で
、
そ
の
中
で
公
平
・
公
正
か
つ
適

正
な
医
療
を
確
保
す
る
と
い
う
支
部
の

審
査
委
員
の
先
生
方
、
支
部
の
職
員
の

方
の
強
い
熱
意
の
下
、
一
定
の
期
間

内
に
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
で
す
が
、
審
査
に
当
た
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
き
た
と
い
う

の
が
こ
れ
ま
で
の
支
払
基
金
の
歩
み
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ
う
し
た
中
、
近
年
の
電
子
レ
セ
プ
ト

の
導
入
に
よ
り
、
審
査
・
支
払
業
務
に
も

大
き
な
変
化
が
生
じ
ま
し
た
。

　
審
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
医
療

機
関
の
全
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
事
前
点
検
作
業
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
紙
レ
セ
プ
ト
時
代

は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
っ
た
突
合
審
査
や
縦

覧
審
査
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
の

平
準
化
に
向
け
た
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
支
払
業
務
に
つ
い
て
は
、

請
求
額
の
入
力
業
務
や
医
療
機
関
ご
と
の

支
払
額
の
計
算
等
、
そ
れ
ま
で
職
員
の
手

作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
業
務
の
機
械
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
を
受
け
、
請
求
支
払
業
務
に
つ

い
て
は
平
成
23
年
７
月
か
ら
本
部
に
一
元

化
さ
れ
ま
し
た
。

　
電
子
レ
セ
プ
ト
に
な
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
り
統
一
的
な
チ
ェ
ッ
ク
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
こ
れ
ま
で

の
支
部
に
お
け
る
審
査
や
再
審
査
結
果

等
に
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
知
見
を
踏
ま

え
、
支
部
ご
と
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
、
本
部
も
こ
れ
を

後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て
、
支
部

ご
と
に
異
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

ク
ル
ー
ル
が
存
在
し
、
そ
の
こ
と
が
結
果

的
に
支
部
間
の
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差

異
の
一
因
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

審
査
業
務
の
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の

精
度
も
更
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
手
段
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
審
査
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
更
に
利
用

し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
ま
た
、
審
査
の
平
準
化
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
そ
も
そ
も
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ

れ
る
レ
セ
プ
ト
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
こ
の
点
、
支
部
単
位
で
医

療
機
関
へ
の
保
険
診
療
ル
ー
ル
の
説
明
や

審
査
結
果
等
の
個
別
説
明
と
い
っ
た
医
療

機
関
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
後
ほ
ど
申
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
都
道
府
県
に
審
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
一
つ
の
重
要
な
意
義
で
も
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
支
払
基
金
全
体
と
し
て
こ

う
し
た
取
組
は
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

現
状
を
踏
ま
え
、
主
と
し
て
審
査
の
平
準

化
を
図
る
観
点
か
ら
、『
支
部
完
結
型
で

の
業
務
実
施
か
ら
本
部
が
中
心
と
な
っ
た

全
国
統
一
的
な
業
務
実
施
』
が
可
能
な
組

織
体
制
へ
と
見
直
し
を
図
る
こ
と
、
こ
れ

が
今
般
の
法
律
改
正
の
基
本
的
な
考
え
方

に
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
回
の
改
正
法
案
で
は

支
部
を
廃
止
し
、
支
部
の
有
す
る
権
限
を

本
部
に
集
約
す
る
と
と
も
に
、
審
査
委
員

会
に
つ
い
て
は
本
部
の
も
と
に
設
置
す
る

よ
う
見
直
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
委
員
会
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
ど
も
の
理
解
と
し
て
、
審
査
は
個
別

性
が
重
視
さ
れ
る
医
療
に
対
し
、
全
国
統

一
的
な
保
険
診
療
ル
ー
ル
を
適
用
し
て
い

く
と
い
う
相
反
し
た
要
請
に
対
応
す
る
た

め
、
統
一
ル
ー
ル
の
中
で
の
医
学
的
必
要

性
・
妥
当
性
を
見
極
め
、『
折
り
合
い
』
を

付
け
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
な
役
割
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
審
査
に
お

い
て
は
深
い
医
学
的
専
門
的
知
識
に
基
づ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
審
査

結
果
に
対
す
る
信
頼
感
・
納
得
感
も
必
要

で
す
。

　
そ
の
際
、
審
査
委
員
会
が
都
道
府
県
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
意
義
と
い
う
の
が

こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
地

域
医
療
の
特
性
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ

て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
私
は
こ
れ
が
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
合
理
的
な
説
明
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
分
か
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

今
回
、
各
地
の
審
査
委
員
の
先
生
方
か
ら

お
話
を
お
伺
い
し
、
私
の
中
で
気
づ
き
と

な
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
各
都
道
府
県
に
あ
る
審
査
委
員

会
で
は
、

①
個
別
レ
セ
プ
ト
の
審
査
に
加
え
、
医

療
機
関
に
対
す
る
適
切
な
保
険
診
療

へ
の
誘
導
を
目
的
と
し
て
、
医
療
機

関
に
対
す
る
指
導
や
啓
発
活
動
も
実

施
す
る
と
と
も
に
、

②
審
査
に
お
い
て
も
個
別
の
レ
セ
プ
ト

の
医
学
的
判
断
に
併
せ
、
医
療
機
関

の
診
療
傾
向
等
を
踏
ま
え
、
例
え
ば
、

他
の
医
療
機
関
に
比
し
て
過
剰
な
請

求
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
別
の
レ
セ

プ
ト
自
体
が
保
険
診
療
ル
ー
ル
内

の
診
療
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
厳

し
く
審
査
し
、
そ
の
上
で
是
正
に
向

け
た
指
導
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
い
わ
ば
、
審
査
委
員
会
は
こ
う
し
た
取

組
を
通
じ
て
、『
地
域
医
療
を
育
む
』
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
決
し
て
審
査
を
甘
く
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
不
適
正
な
請
求
に

対
し
て
は
む
し
ろ
厳
し
く
、
た
だ
、
そ
の

後
、
当
該
医
療
機
関
が
適
正
な
請
求
、
ひ

い
て
は
診
療
と
な
る
よ
う
に
導
い
て
い
く
。

こ
う
し
た
取
組
は
、
も
ち
ろ
ん
地
域
の
医

療
機
関
か
ら
の
信
頼
感
・
納
得
感
が
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
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り
、
顔
が
見
え
る
関
係
の
中
で
な
い
と
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が
審
査
委
員
会
が

都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
大

き
な
意
義
で
は
な
い
か
と
、
私
見
も
含
ま

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
審
査
委
員
会
の
先
生
方
か
ら
お

話
を
伺
う
中
で
、
と
あ
る
先
生
か
ら
の
お

話
と
し
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
審
査
委
員
は
『
審
査
委
員
』

で
あ
っ
て
『
審
査
員
』
で
は
な
い
」
と
い

う
趣
旨
の
お
話
で
し
た
。
審
査
委
員
の

「
委
」
と
い
う
字
は
「
委
ね
る
」
と
い
う

意
味
を
持
ち
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
審
査
委

員
の
先
生
方
は
、
地
域
の
医
療
機
関
は
も

と
よ
り
保
険
者
も
含
め
た
関
係
者
の
方
々

か
ら
「
委
ね
ら
れ
て
い
る
」
の
だ
と
。

　
こ
う
し
た
関
係
は
、
日
常
の
審
査
を
通

じ
て
地
域
の
医
療
機
関
や
保
険
者
と
い
っ

た
関
係
者
の
方
々
か
ら
の
信
頼
感
、
納
得

感
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
審
査
委
員
の

先
生
方
に
も
、
高
い
見
識
や
公
正
性
、
公

平
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

日
常
で
行
わ
れ
て
い
る
審
査
は
、
こ
う
し

た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
定
の
凜
と
し

た
緊
張
感
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
般
の
法
改
正
で
支
部
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
法

律
上
は
こ
れ
ま
で
の
支
部
か
ら
本
部
の
も

と
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
、
申
し
上
げ
た
よ
う
な
審
査
の
特

性
や
審
査
委
員
会
の
役
割
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
各
都
道
府
県
に
審
査
委
員
会
を
存

置
し
、
個
別
の
審
査
に
つ
い
て
も
各
審
査

委
員
会
で
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の

集
約
化
に
つ
い
て

　

以
上
が
法
改
正
に
係
る
ご
説
明
で
す

が
、
今
回
、
法
改
正
に
併
せ
て
更
な
る
国

民
負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も

最
大
限
活
用
し
つ
つ
、『
審
査
支
払
業
務

の
効
率
化
・
高
度
化
』
を
更
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
に
要
す
る
費
用
は
国
民
の
拠
出
す

る
保
険
料
で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
を
可
能
な
限
り
軽
減
し
て

い
く
こ
と
も
ま
た
、
要
請
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
過
去
の
歴
史
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
も
申

し
上
げ
た
と
お
り
、
電
子
レ
セ
プ
ト
の
導

入
に
伴
っ
て
、
支
払
基
金
に
お
い
て
請
求

支
払
業
務
の
機
械
化
を
進
め
、
業
務
の
合

理
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
審
査
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
「
人

の
判
断
」
の
適
切
な
組
合
せ
（
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
）
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
請
求
支
払
業
務

の
よ
う
に
、
手
作
業
で
実
施
し
て
い
た
も

の
を
単
純
に
機
械
化
す
る
と
い
う
性
格
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
審
査

業
務
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
可
能
な
業

務
を
明
確
化
、
特
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大

限
活
用
す
る
こ
と
で
業
務
効
率
化
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
職
員
の
方

に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
『
レ
セ
プ
ト

事
務
点
検
業
務
』
に
つ
い
て
は
既
に
支
払

基
金
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル

の
精
緻
化
を
更
に
進
め
職
員
が
目
視
す
る

レ
セ
プ
ト
の
数
を
減
少
さ
せ
、
職
員
の
審

査
業
務
に
係
る
負
担
を
軽
減
し
、
ひ
い
て

は
国
民
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
構
築
を
進
め
て
い
る
新

た
な
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
他

の
都
道
府
県
か
ら
も
事
務
点
検
作
業
が
可

能
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、

『
レ
セ
プ
ト
事
務
点
検
業
務
』
の
実
施
場

所
に
つ
い
て
は
、
全
国
10
か
所
程
度
の
審

査
事
務
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
順
次
集
約

し
、
組
織
の
合
理
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
、
昨
年
、
審
査
委
員
の
先
生
方

と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で

も
、
集
約
に
当
た
っ
て
の
審
査
委
員
と
職

員
と
の
連
携
に
つ
い
て
ご
懸
念
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
審
査
は
審
査
委
員
の
先
生
方
と
職
員
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
行
わ
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
時
間
で
効
率
的
な
審
査
を

行
う
た
め
に
は
、
事
務
職
員
に
よ
る
補
助

と
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
、
こ
れ
は

私
も
審
査
の
現
場
で
実
際
に
見
て
き
た
こ

と
で
す
の
で
、
審
査
委
員
の
先
生
方
の
ご

懸
念
は
当
然
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
集
約
に
当
た
っ
て
は
、
こ

う
し
た
審
査
委
員
と
職
員
と
の
連
携
に
支

障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
新
た
な
事
務

フ
ロ
ー
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
審
査
委

員
の
先
生
方
の
ご
意
見
も
し
っ
か
り
と
お

伺
い
し
な
が
ら
、
支
払
基
金
と
と
も
に
丁

寧
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に

　
終
わ
り
に
、
長
年
に
わ
た
り
支
払
基
金

が
審
査
・
支
払
業
務
を
通
じ
て
築
き
上
げ

て
き
た
多
く
の
知
見
や
経
験
は
、
医
療
保

険
制
度
の
持
続
性
を
確
保
し
、
将
来
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

支
払
基
金
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
と
信
頼
を

一
層
確
か
な
も
の
と
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
支
払
基
金
と
軌
を
一
に

し
て
改
革
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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そ
れ
は
、
国
民
皆
保
険
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に

『
お
互
い
さ
ま
』
と
い
う
精
神
で
助
け
支
え
合

う
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
日

本
人
の
魂
、
そ
こ
に
根
差
し
た
国
民
皆
保
険
を

こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
支
払

基
金
は
本
当
に
必
要
な
の
か
ど
う
な
の
か
、
そ

う
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
今
日
は
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

進
化
、
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
、
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
、
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
環
境
も
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
支

払
基
金
と
し
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
と
も

に
、
一
昨
年
の
７
月
に
支
払
基
金
業
務
効
率
化

高
度
化
計
画
工
程
表
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
３
月
に
は
今
後
の
取
組
を
策
定
し
、
現
在
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
し
た
審
査
業
務
運
営
が

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」

と
開
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
室
井
正
彦
実
行
委
員
長
（
静
岡
県
社

会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査

委
員
長
）
か
ら
「
支
払
基
金
は
、
今
、
大
き
な

変
革
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
紙

レ
セ
プ
ト
か
ら
電
子
レ
セ
プ
ト
へ
の
変
換
で

す
。
し
か
し
、
電
子
レ
セ
プ
ト
等
に
よ
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
守

り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
初
め
に
支
払
基
金
静
岡
支
部
林
庸
一
郎
支
部

長
か
ら
「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は
昭

和
23
年
9
月
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
揺よ

う

籃ら
ん

期き

に
設
立
さ
れ
、
昨
年
で
ち
ょ
う
ど
70
周
年

を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間
、
医
療
保
険

制
度
の
円
滑
な
運
営
と
い
う
面
で
、
わ
が
国
の

社
会
保
障
の
発
展
を
支
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
あ

る
い
は
医
療
技
術
の
高
度
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の

開
会
あ
い
さ
つ

開会あいさつ

社会保険診療報酬支払基金静岡支部

支部長　林 庸一郎　

実行委員長あいさつ

静岡県社会保険診療報酬請求書審査委員会

審査委員長　室井 正彦

基調講演

「報道されないアメリカの真実と
守るべき日本の宝」
国際ジャーナリスト　堤 未果 氏

パネルディスカッション

テーマ「支払基金に求められるこ
と」～今後進みゆくべき道～
●コーディネーター

静岡県社会保険診療報酬請求書審査委員会

審査委員長　　　　　　　  　室井 正彦
●パネリスト

静岡県医師会 会長　　　  紀平 幸一 氏
静岡県歯科医師会 会長　  柳川 忠廣 氏
静岡県薬剤師会 常務理事　　植 兆満 氏
静岡県病院協会 会長　　　　毛利 博 氏
全国健康保険協会静岡支部 支部長　

長野 豊 氏
健康保険組合連合会静岡連合会 常務理事

鈴木 哲夫 氏

閉会あいさつ

静岡県社会保険診療報酬請求書審査委員会

審査委員長　　　　　　　  　室井 正彦

静岡で「保険診療と審査を考えるフォーラム」を開催

　支払基金は平成31年2月9日、静岡市のしずぎんホールユーフォニアにおいて「保険診療と審査を考える
フォーラムin静岡」を支払基金静岡支部の主催で開催しました。

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

室井実行委員長

　フォーラムには330名の方にご来場いただき、国際ジャーナリストの堤未果氏による基調講演や「支払基金に求め
られること」～今後進みゆくべき道～をテーマにしたパネルディスカッションなどを行いました。



Topics 4

静
岡
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委

員
会
　
審
査
委
員
長 

　
室
井 

正
彦

　
大
震
災
、
大
災
害
の
と
き
も
全
国
組
織
と

し
て
支
払
基
金
は
何
の
問
題
も
な
く
、
ま
さ

に
適
正
な
審
査
と
支
払
を
な
し
遂
げ
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
も
う
そ
れ
だ
け
で

は
「
支
払
基
金
、
ご
苦
労
さ
ん
、
す
ば
ら
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
な
い
時
代
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
審
査
・
支
払
だ
け
の
業
務

集
団
か
ら
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
、

そ
の
上
で
い
ろ
い
ろ
活
用
ま
で
手
助
け
を
す

る
頭
脳
集
団
へ
変
革
す
べ
き
と
い
う
こ
と
で

総
合
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
気
が
つ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

審
査
委
員
会
は
、
全
員
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
先
生
と
い
う
こ
と
で
、
現
場
の

医
療
を
知
る
人
間
が
審
査
を
す
る
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
だ
と
漠
然
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
効
率
化
を
進
め
る
と
い
う
流
れ

の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
と
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

た
職
員
の
皆
さ
ん
が
身
近
に
い
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
と
き
、
職
員

と
共
に
つ
く
っ
て
き
た
適
正
な
審
査
だ
っ
た

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
立

公
正
な
審
査
を
す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関

の
先
生
方
、
そ
れ
か
ら
職
員
の
皆
さ
ん
、
ま

た
、
保
険
者
の
皆
さ
ま
と
も
顔
の
見
え
る
よ

う
な
形
で
連
携
し
な
が
ら
審
査
結
果
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味
の
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

は
で
き
な
い
、人
と
人
と
の
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
同
士
が
理
解
し
合
っ
て
つ

く
り
あ
げ
て
き
た
審
査
だ
と
い
う
こ
と
に
気

が
つ
き
、
そ
れ
こ
そ
が
支
払
基
金
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
、
待
っ
た
な
し
の
改
革
を
支
払
基
金
は

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
、
そ
れ
か
ら
審

査
委
員
は
優
秀
で
す
。
全
員
一
丸
と
な
っ
て

し
っ
か
り
と
そ
の
変
革
を
な
し
遂
げ
、
日
本

の
国
民
の
『
お
互
い
さ
ま
』
と
い
う
、
ま
さ

に
日
本
の
宝
、
精
神
の
結
実
で
あ
る
国
民
皆

保
険
と
い
う
も
の
を
今
後
と
も
守
っ
て
い
く

決
意
で
す
。

パネルディスカッションの様子

月刊基金 April 201917

　
そ
の
後
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
堤
未
果

氏
よ
り
「
報
道
さ
れ
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
と

守
る
べ
き
日
本
の
宝
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
堤
氏
は
前
日
に
風
邪
を
ひ
い
て
体
調
を
崩
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
「
今
日
は
病
院
関

係
者
と
薬
剤
師
の
方
が
３
０
０
名
ほ
ど
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
い
つ
で
も
助
け
て

も
ら
え
る
、
も
う
大
船
に
乗
っ
た
つ
も
り
で
進

め
ら
れ
る
と
思
っ
た
途
端
、
一
気
に
元
気
が
出

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
、冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
会
場
内
が
和
や
か
な
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
堤
氏
は
ア
メ
リ
カ

で
は
医
師
が
過
重
労
働
で
自
殺
者
も
多
い
と
い

う
こ
と
な
ど
、
な
か
な
か
報
道
で
は
耳
に
し
な

い
貴
重
な
お
話
を
、
１
時
間
に
わ
た
り
、
た
い

へ
ん
熱
の
こ
も
っ
た
表
現
で
講
演
を
さ
れ
ま
し

た
。

　
数
10
分
間
の
休
憩
後
、
室
井
実
行
委
員
長
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
と
も
に

行
い
ま
し
た
。

　
「
支
払
基
金
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」〜
今
後
進

み
ゆ
く
べ
き
道
〜
と
題
し
て
、
電
子
レ
セ
プ
ト

に
ふ
さ
わ
し
い
審
査
体
制
に
向
け
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
、
８
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各

パ
ネ
リ
ス
ト
に
○
・
×
で
賛
否
を
表
明
し
て
い

た
だ
い
た
上
で
、
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
く
形

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

閉
会
あ
い
さ
つ

堤 未果 氏

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
意
見
が
分
か
れ
る
テ
ー
マ
も

あ
り
、
そ
の
都
度
、会
場
全
体
に
緊
張
感
が
漂
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

鮮
や
か
な
司
会
進
行
に
よ
り
、
全
体
の
空
気
を

一
変
さ
せ
、
大
き
な
笑
い
が
出
る
、
和
や
か
な

雰
囲
気
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
室
井
正
彦
実
行
委
員
長
か
ら
閉
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

閉
会
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）



ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管
理
料
の
算
定
に

つ
い
て

事例❶

歯科

　歯科用金属を原因とする金属アレルギーを有する患者に対するクラウン・ブリッジ維持管理料の算定については、
平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項に
ついて」において、次のように記載されています。

【通知　平成30年3月5日付け厚生労働省通知保医発0305第1号】　
別添２
　歯科診療報酬点数表に関する事項
　　第2章　特掲診療料
　　　第12部　歯冠修復及び欠損補綴

第1節　歯冠修復及び欠損補綴料
　　　　M000-2　クラウン・ブリッジ維持管理料
　　　　  ⑷　次に掲げるものはクラウン・ブリッジ維持管理の

対象としない。
　　　イ　乳歯（後継永久歯が先天性に欠如している

乳歯を除く。）に対する歯冠修復
　　ロ　歯科用金属を原因とする金属アレルギーを有す

る患者に対する区分番号M015に掲げる非金属
歯冠修復（⑹のイに規定する場合を含む。）、区
分番号M015-2に掲げるCAD/CAM冠（ ⑵の
イ及びロに規定する場合を含む。）及び区分番
号M017-2に掲げる高強度硬質レジンブリッジ（⑵
のイに規定する場合を含む。）

ハ　全ての支台をインレーとするブリッジ

　本事例については、歯科用金属を原因とする金属アレルギーを有する患者に対して、クラウン・ブリッジ維
持管理料が算定されています。平成30年3月5日付け保医発0305第1号の通知に、「次に掲げるものはクラウ
ン・ブリッジ維持管理の対象としない。イ（略）ロ　歯科用金属を原因とする金属アレルギーを有する患者に
対する区分番号M015に掲げる非金属歯冠修復（⑹のイに規定する場合を含む。）、区分番号M015-2に掲げる
CAD/CAM冠（⑵のイ及びロに規定する場合を含む。）及び区分番号M017-2に掲げる高強度硬質レジンブリッ
ジ（⑵のイに規定する場合を含む。）ハ（略）」と記載されていることから、クラウン・ブリッジ維持管理料は
算定できませんので、ご留意ください。

基礎 知識
今回は①「クラウン・ブリッジ維持管理料の算定について」②「知覚過敏処置の算定について」③「往診料と
在宅患者訪問診療料を算定した場合の「摘要」欄への「記載事項」について」④「処方箋に対する薬剤情報提
供料の算定について」を掲載します。
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知
覚
過
敏
処
置
の
算
定
に
つ
い
て

事例❷

歯科

　本事例については、同日に知覚過敏処置が2回算定されています。
　平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号において、「I002　知覚過敏処置（1口腔1回につき）」と示さ
れていることから、同日に2回の算定はできませんので、ご留意ください。

【告示　平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号】
別表第二
　歯科診療報酬点数表
　　第2章　特掲診療料
　　　第8部　処置
　　　　第1節　処置料
　　　　　I002　知覚過敏処置（1口腔1回につき）

　　　　　  1　  3歯まで　46点
　　　2　  4歯以上　56点
　　　注　 特定薬剤の費用は、所定点数に含まれる。

　知覚過敏処置の算定については、平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号において、次のように示されています。

保険請求の基礎 知識
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往
診
料
と
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
を
算
定
し
た
場
合

の
「
摘
要
」
欄
へ
の
「
記
載
事
項
」
に
つ
い
て

事例❸

医科

○事例Ⅱ　平成31年4月診療分に在宅患者訪問診療料⑵イが算定され、同年3月診療分に
おいて往診が算定された場合

○事例Ⅰ　平成31年4月診療分において在宅患者訪問診療料⑵イと往診が算定された場合

20月刊基金 April 2019



　事例Ⅰについては、平成31年4月診療分において在宅患者訪問診療料⑵イと往診が算定されています。

　事例Ⅱについては、平成31年4月診療分に在宅患者訪問診療料⑵イが算定され、同年3月診療分において往診

が算定されています。

　在宅患者訪問診療料⑵を算定し、当該診療料の算定月（当該月）又はその前月に往診料を算定した場合は、診療

報酬請求書等の記載要領の別表Ⅰ〔項番134〕に示されているとおり、当該訪問診療を行った日を「摘要」欄に記載

することが必要となりますので、ご留意願います。

　在宅患者訪問診療料（Ⅱ）を算定した場合の「摘要」欄への「記載事項」については、平成30年3月26日付け厚生
労働省通知保医発0326第5号「「診療報酬請求書等の記載要領等について」等の一部改正について」（以下、「診療報
酬請求書等の記載要領」という。）の別表Ⅰに「（注1のイの場合で、患者の急性増悪等により一時的に週4回以上の
頻回な在宅患者訪問診療を行った場合）その必要性、必要を認めた診療日及び当該訪問診療を行った日を記載するこ
と。」及び「（当該月又はその前月に往診料を算定している場合）当該訪問診療を行った日を記載すること。」と示さ
れています。

【通知　平成30年3月26日付け厚生労働省通知保医発0326第5号】

   別表Ⅰ　診療報酬明細書の「摘要」欄への記載事項等一覧（医科）（抜粋）

※　「記載事項」欄における括弧書は、該当する場合に記載する事項であること。
※　「記載事項」欄の記載事項は、特に記載している場合を除き、「摘要」欄へ記載するものであること。

項番 区分 診療行為名称等 記載事項 レセプト電算処理
システム用コード

左記コードに
よるレセプト

表示文言

134 C001-2
在宅患者訪問
診療料（Ⅱ）

（注1のイの場合で、患者

の急性増悪等により一時的

に週4回以上の頻回な在宅

患者訪問診療を行った場

合）

その必要性、必要を認めた

診療日及び当該訪問診療を

行った日を記載すること。

―

（当該月又はその前月に往

診料を算定している場合）

当該訪問診療を行った日を

記載すること。

―
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処
方
箋
に
対
す
る
薬
剤
情
報
提
供
料
の
算
定
に

つ
い
て

事例❹

医科

　薬剤情報提供料については、平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号「診療報酬の算定方法の一部を改正する
件」の別表第一に「保険薬局において調剤を受けるために処方箋を交付した患者については、算定しない。」と示さ
れています。

　本事例については、処方箋料（その他）に対して薬剤情報提供料が算定されています。
　当該提供料は、「B011-3　薬剤情報提供料の注3」に示されているとおり、処方箋を交付した患者について
は算定できませんので、ご留意願います。

【告示　平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号】
別表第一（抜粋）
　医科診療報酬点数表
　　第2章　特掲診療料
　　　第1部　医学管理等
　　　　B011-3　薬剤情報提供料  　　　　　　　　 10点

注1　入院中の患者以外の患者に対して、処方し
た薬剤の名称、用法、用量、効能、効果、副

作用及び相互作用に関する主な情報を文書によ
り提供した場合に、月1回に限り（処方の内容
に変更があった場合は、その都度）算定する。

2　（略）
3　保険薬局において調剤を受けるために処方

箋を交付した患者については、算定しない。

22月刊基金 April 2019



疑義解釈資料の全文は厚生労働省ホームページ、支払基金ホームページに掲載しています。
（支払基金ホームページ　https://www.ssk.or.jp/→診療報酬の審査→診療報酬関係通知→平成30年度診療報酬改定関係）

答

答問
2

問
3

答

問
1

問
2

答問
1

答

問
1

答

　
　
　

  

医　

科
（
そ
の 

11
）

在
宅
気
管
切
開
患
者
指
導
管
理
料
、

気
管
切
開
患
者
用
人
工
鼻
加
算

　
区
分
番
号
「
Ｃ
１
１
２
」
在
宅
気

管
切
開
患
者
指
導
管
理
料
及
び
区

分
番
号
「
Ｃ
１
６
９
」
気
管
切
開
患
者
用

人
工
鼻
加
算
に
つ
い
て
、
喉
頭
摘
出
患
者

で
あ
っ
て
も
算
定
で
き
る
か
。

　
喉
頭
摘
出
患
者
で
あ
っ
て
も
、
気
管
切

開
患
者
と
同
様
に
区
分
番
号
「
Ｃ
１
１

２
」
在
宅
気
管
切
開
患
者
指
導
管
理
料
及
び
区

分
番
号
「
Ｃ
１
６
９
」
気
管
切
開
患
者
用
人
工

鼻
加
算
を
算
定
で
き
る
。
ま
た
、
使
用
し
た
薬

剤
、
特
定
保
険
医
療
材
料
以
外
の
材
料
費
等
は

（
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｔ
15
）
遺
伝
子
多
型
検
査
」
に
つ

い
て
、
保
険
適
用
以
前
に
チ
オ
プ
リ
ン
製

剤
の
投
与
を
開
始
し
て
い
る
患
者
は
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
。

　
原
則
と
し
て
、
本
検
査
は
チ
オ
プ
リ
ン

製
剤
の
投
与
を
開
始
す
る
ま
で
の
間
に

限
り
算
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
保

険
適
用
以
前
に
難
治
性
の
炎
症
性
腸
疾
患
及
び

急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
等
に
対
し
、
チ
オ
プ
リ

ン
製
剤
の
投
与
を
開
始
し
て
い
る
患
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
薬
剤
に
よ
る
重
篤
な
副
作
用
の
発

症
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
以
下
の
い
ず
れ
も
満
た

す
場
合
に
限
り
、
当
該
薬
剤
の
投
与
開
始
後
で

あ
っ
て
も
本
検
査
の
算
定
は
可
能
と
す
る
。

（
１
）
チ
オ
プ
リ
ン
製
剤
の
投
与
開
始
後
８

週
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
チ
オ
プ
リ
ン
製
剤
に
よ
る
重
篤
な
副

作
用
（Grade

３
以
上
の
白
血
球
減
少
・
脱

毛
等
）
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
診
療
報
酬

明
細
書
の
摘
要
欄
に
チ
オ
プ
リ
ン
製
剤
の
投
与

開
始
日
、
本
検
査
日
、
チ
オ
プ
リ
ン
製
剤
に
よ

る
重
篤
な
副
作
用
の
有
無
及
び
検
査
の
医
学
的

必
要
性
を
記
載
す
る
こ
と
。

　
　
　

  
歯　

科
（
そ
の 

11
）

永
久
歯
金
属
冠

　
平
成
30
年
12
月
に
保
険
適
用
と

な
っ
た
既
製
の
永
久
歯
金
属
冠
に

つ
い
て
は
、
区
分
番
号
「
Ｍ
０
０
０

－

２
」

に
掲
げ
る
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管

理
料
の
留
意
事
項
通
知
（
４
）
に
よ
り
当

該
管
理
料
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
が
、

当
該
管
理
料
の
対
象
と
な
る
歯
冠
補
綴
物

の
管
理
中
に
暫
間
的
な
歯
冠
補
綴
物
と
し

て
既
製
の
永
久
歯
金
属
冠
に
よ
る
歯
冠
修

復
を
行
う
費
用
は
算
定
で
き
る
か
。

　
旧
補
綴
物
が
区
分
番
号
「
Ｍ
０
０
０

－

２
」
に
掲
げ
る
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
維
持
管
理
料
に
よ
る
管
理
中
の
場
合
、
同

一
部
位
に
対
す
る
新
た
な
歯
冠
補
綴
物
に
係

る
費
用
は
算
定
で
き
な
い
。

　

な
お
、
既
製
の
永
久
歯
金
属
冠
は
暫
間
的

な
使
用
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

特
定
薬
剤

　
特
掲
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
別

表
第
十
一
に
お
い
て
歯
科
点
数
表

第
二
章
第
八
部
処
置
及
び
第
九
部
手
術
に

規
定
す
る
特
定
薬
剤
と
し
て
「
口
腔
用
ケ

ナ
ロ
グ
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
ケ

ナ
ロ
グ
口
腔
用
軟
膏
０
・
１
％
の
後
発
品

で
あ
る
オ
ル
テ
ク
サ
ー
口
腔
用
軟
膏
０
・

１
％
に
つ
い
て
特
定
薬
剤
と
し
て
算
定
で

き
る
か
。

　
算
定
で
き
る
。

　平成31年1月30日付け厚生労働省保険
局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付
について（その11）」および2月20日付
け同事務連絡（その12）から一部抜粋し
てお知らせします。

平成30年度
診療報酬
改定の解説

当
該
点
数
に
含
ま
れ
別
に
算
定
で
き
な
い
。

発
達
及
び
知
能
検
査

　
区
分
番
号
「
Ｄ
２
８
３
」
発
達
及
び

知
能
検
査
に
つ
い
て
、
W
A
I
S

－

Ⅳ
知
能
検
査
は
、
３
「
操
作
と
処
理
が

極
め
て
複
雑
な
も
の
」
に
含
ま
れ
る
の
か
。

　
含
ま
れ
る
。

　
　
　

  

医　

科
（
そ
の 

12
）

N
udix hydrolase ⓯

 

（
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｔ
15
）

遺
伝
子
多
型
検
査

　
平
成
31
年
２
月
１
日
付
け
で
保
険
適

用
さ
れ
た
「N

udix hydrolase ⓯
 

（
Ｎ
Ｕ
Ｄ
Ｔ
15
）
遺
伝
子
多
型
検
査
」
の
対

象
に
つ
い
て
、「
難
治
性
の
炎
症
性
腸
疾
患

及
び
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
等
」
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
疾
患
が
該
当
す
る
の
か
。

　
チ
オ
プ
リ
ン
製
剤
を
使
用
す
る
疾
患
の

う
ち
、
関
連
学
会
の
定
め
る
治
療
指
針

等
で
治
療
選
択
基
準
及
び
本
検
査
の
結
果
を
踏

ま
え
た
治
療
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
も

の
が
該
当
し
、
平
成
31
年
２
月
時
点
で
は
、
難

治
性
の
炎
症
性
腸
疾
患
及
び
急
性
リ
ン
パ
性
白

血
病
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　
平
成
31
年
２
月
１
日
付
け
で
保
険
適

用
さ
れ
た
「N

udix hydrolase ⓯
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勝俣 好博 平成6年4月1日入所
基金本部業務部業務運用課再審査システム運用係長

普段走っている多摩川の
ランニングコース

電話やメールでの照会に
わかりやすく丁寧に対応

企業対抗駅伝に
参加した時の完走証

担
当
業
務
の
紹
介

　
複
数
の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
運
用
業
務
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
や
、

大
地
震
に
よ
る
大
規
模
停
電
等
で
被
災
さ
れ
た

地
域
に
所
在
す
る
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
請
求

書
の
提
出
期
限
が
延
長
さ
れ
た
際
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
に
お
い
て
も
、
請
求
省
令
で
あ
る

10
日
以
降
も
送
信
可
能
と
な
る
よ
う
シ
ス
テ
ム

対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ

の
問
い
合
わ
せ
時
間
を
延
長
す
る
こ
と
な
ど
に

も
対
応
し
ま
し
た
。

　
通
常
の
期
間
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
へ
の
入
電
状
況
や
問
い
合
わ
せ
内
容
の

把
握
、
ま
た
、
接
続
回
線
の
利
用
状
況
の
把
握

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

仕
事
へ
の
や
り
が
い

　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
再
審
査
等
請
求
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
10
月
に

健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
再
審
査
等
請
求
推
進
に

か
か
る
説
明
会
」
に
参
加
し
、
説
明
用
資
料
の

作
成
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
支
払
基
金
で
は
現
在
、
業
務
効
率
化
を
進
め

る
体
制
整
備
の
た
め
に
、
次
に
あ
げ
る
レ
セ
プ

ト
請
求
の
電
子
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
一
つ
は
「
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
る
レ
セ

プ
ト
」、
も
う
一
つ
は
「
保
険
者
等
か
ら
再
審
査

請
求
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
」
で
す
。
特
に
、
保
険

者
等
か
ら
の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
保
険

者
等
、
医
療
機
関
、
審
査
支
払
機
関
で
電
子
レ

セ
プ
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
元
的
に
授
受
す
る

こ
と
で
、
事
務
処
理
の
効
率
化
・
迅
速
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
三
者
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
取
組
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

説
明
会
後
は
、
開
催
前
と
比
較
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
再
審
査
請
求
へ
の
参
加
に
手
を
挙
げ

て
い
た
だ
く
健
康
保
険
組
合
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
デ
ー
タ
の
送
信
方
法
等

に
つ
い
て
電
話
に
よ
る
照
会
も
増
加
し
ま
し
た
。

照
会
に
対
応
す
る
中
で
解
決
方
法
を
見
つ
け
出

し
、
保
険
者
が
無
事
に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
こ

と
が
で
き
、
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き

に
は
大
変
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

仕
事
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　
自
分
の
行
っ
て
い
る
業
務
に
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
の
か
常
に
意
識
す
る
よ
う
に
し
、
業

務
が
輻
輳
し
忙
し
く
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
一

歩
引
い
た
視
点
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
で
、
優

先
順
位
や
方
向
性
を
再
確
認
す
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
の
業
務
に
お
い
て
顔
を
合
わ
せ

た
こ
と
の
な
い
方
か
ら
の
照
会
を
、
電
話
や

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

言
葉
や
文
書
を
用
い
て
説
明
す
る
上
で
、
ど
う

す
れ
ば
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
常
に
考

え
な
が
ら
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し
方

　
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
中
心
で
つ
い
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
こ
と
か
ら
、
数
年
前
よ
り
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
趣
味
と
し
て
い
ま
す
。
自
宅
近
く
に
多

摩
川
が
あ
り
、
写
真
に
あ
る
川
沿
い
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
を
走
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
内
の
同
好
会
に
も
所
属
し
、
鈍
足
で
は

あ
り
ま
す
が
年
に
数
回
は
駅
伝
大
会
へ
出
場
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
個
人
で
横
浜
マ
ラ
ソ
ン

（
フ
ル
）
に
も
出
場
し
無
事
完
走
し
ま
し
た
。

　　　　　　       〜支払基金の職員を紹介します〜クローズアップ 　　　　　　　　　　　　　　　
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支払基金が受託している医療費助成に係る
事業内容の更新について

　富山県の全15市町村、青森県、茨城県、栃木県、埼玉県、新潟県および福岡県の一部市町村が実施する医
療費助成事業の審査支払事務（被用者保険分）について平成31年4月1日から受託しました。
　また秋田県、茨城県、栃木県、埼玉県、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、和歌山県、岡山県、広島県、
徳島県、高知県、福岡県、佐賀県および宮崎県の一部市町村が実施する医療費助成事業の事業内容に変更が
ありました。
　詳細につきましては、支払基金ホームページよりご覧ください。

医療費助成事業に係る審査支払業務の受託状況（平成 31年 4月現在）

主な 3 事業について、全市町村分を受託

主な 3 事業について、一部事業又は一部市町村分を受託

主な 3 事業は未受託であるが、それ以外の事業で全市町村分又は
一部市町村分を受託

未受託

※主な 3 事業とは、乳幼児医療・ひとり親家庭医療・重度心身障害者医療
　それ以外の事業とは、特定疾患治療・小児慢性特定疾患治療・老人医療など

佐
賀
　
　  

熊
本      

鹿
児
島

福
岡
　
　 

大
分        

宮
崎

京
都 
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左の2次元バーコードから支払基金のホームページにおいて医療費助成事業につ

いて掲載しているページをご覧いただくことができます。

また、次の手順でも同じページをご覧いただけます。

事業内容 → 医療費助成事業関係業務 → 支払基金が受託している医療費助成事業

https://www.ssk.or.jp/支払基金
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平成30年12月審査分の審査状況（医科歯科計）

　平成30年12月審査分の原審査および再審査の状況と、それぞれの時系列推移の概要です。                                                              
　原審査の査定件数は73万件（対前年増減率▲0.2％）、査定点数は3億3740万点（同＋1.1％）となってい
ます。
　一方、保険者からの申出による再審査の査定件数は21万件（同+0.7％）、査定点数は6,904万点（同▲1.8％）
となっています。
　支払基金における審査状況の詳細は、支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）からご覧いただけます。

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

請求 61,762,338 － 3.8 －
査定 728,921 118.0 ▲ 0.2 ▲ 3.8

単月点検分 499,807 80.9 0.5 ▲ 3.2
突合点検分 117,316 19.0 ▲ 4.3 ▲ 7.8
縦覧点検分 111,798 18.1 1.6 ▲ 2.1

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

117,761,955,841 － 4.6 －
337,395,887 28.7 1.1 ▲ 3.3
271,967,954 23.1 1.9 ▲ 2.6
33,728,259 2.9 ▲ 6.2 ▲ 10.3
31,699,674 2.7 2.6 ▲ 1.9

●原審査

●再審査

処理区分

全管掌

件数 請求1万件
当たり件数

対前年増減率（％）

件数 請求1万件
当たり件数

保
険
者

原審どおり 612,111 99.7 4.3 2.9
査定 209,733 34.2 0.7 ▲ 0.6

単月点検分 100,990 16.5 3.4 2.0
突合点検分 48,880 8.0 ▲ 9.4 ▲ 10.6
縦覧点検分 59,863 9.8 5.8 4.3

審査返戻 3,526 0.6 7.0 5.6
医
療
機
関

原審どおり 16,306 2.7 ▲ 7.0 ▲ 8.3
査定 8,446 1.4 ▲ 6.9 ▲ 8.1

資
格
返
戻
等

資格返戻 97,654 15.8 ▲ 14.5 ▲ 17.6
事務返戻 17,841 2.9 ▲ 16.7 ▲ 19.7
その他 48,834 7.9 10.5 6.4

全管掌

点数 請求1万点
当たり点数

対前年増減率（％）

点数 請求1万点
当たり点数

－ － － －
69,040,255 5.9 ▲ 1.8 ▲ 4.5
35,098,207 3.0 7.4 4.4
13,360,850 1.1 ▲ 23.3 ▲ 25.4
20,581,198 1.8 1.9 ▲ 0.8
65,461,078 5.6 0.8 ▲ 1.9

－ － － －
▲ 13,958,904 ▲ 1.2 ▲ 5.8 ▲ 8.3

310,377,508 26.4 ▲ 3.0 ▲ 7.2
69,254,425 5.9 ▲ 44.0 ▲ 46.4

649,425,853 55.1 7.0 2.4

用語の説明
請　　求 医療機関から請求があったレセプトのうち、保険者等へ請求したもの
原 審 査 医療機関から請求があったレセプトに対する審査
再 審 査 原審査後のレセプトに、保険者又は医療機関が再度の審査を申し出たものに対する審査
査　　定

原審査 原審査において査定したもの
再審査 再審査の結果、診療内容について保険者又は医療機関からの申出により査定したもの

単月点検 明細書１件単位の審査

突合点検 医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した審査
（医科・歯科レセプトと調剤レセプトを照合した結果、査定となった調剤レセプトの件数・点数を含む）

縦覧点検 複数月単位の審査（入院レセプトと外来レセプトを照合した審査＝入外点検を含む）
資格返戻 保険者から受給資格がないとの申出があり、医療機関に返戻照会したもの
事務返戻 保険者からの申出のうち、事務内容について医療機関に返戻照会したもの
そ の 他 医療機関からの取り下げ依頼等によるもの
請求1万件（点）当たり件数（点数）

原審査 原審査請求件数（点数）に対する原審査査定件数（点数） のもの
再審査 4 ～ 6か月前平均原審査請求件数（点数）に対する再審査査定件数（点数） のもの

※記号の説明    「－」は掲げる計数がないもの、「▲」は負数のもの

（件）

（件）

（点）

（点）

支払基金における審査状況

トップページ → 統計情報 → 審査統計支払基金 検 索
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原審査請求件数・点数の推移（医科歯科計）

原審査査定件数・点数の推移（医科歯科計）

請求件数

請求１万件当たり原審査査定件数

請求点数

請求１万点当たり原審査査定点数

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

7,100

5,300

5,600

5,900

6,200

6,500

6,800

（万件）

5,920

5,700

6,093
6,199

6,764

5,977

6,421

5,730

5,877

6,122

5,724
5,951

6,389

対前年増減率　＋3.8%
対前月増減率   ▲3.3%

6,176

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

110.0

117.0

124.0

131.0

138.0

145.0

（件）
152.0

125.5

123.8

149.1

119.9
113.0

対前年増減率　▲3.8%
対前月増減率　▲3.4%

119.0

147.6

122.5

125.9

116.7

122.2

122.7
122.7

118.0

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

31.0

32.0

33.0

34.0

35.0

36.0

37.0
（件）

34.2

33.0

33.9

34.4 34.5

35.4

対前年増減率　▲0.6%
対前月増減率　＋0.1%

35.7

31.7

34.1

32.7 32.8
33.1

34.1 34.2

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300
（億点）

1,047

1,152
1,173

1,126

1,240

1,112

1,195

1,065

1,095

1,185

1,188

1,110

1,230

1,178

対前年増減率　＋4.6%
対前月増減率   ▲4.2%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

26.0

27.0

28.0

29.0

30.0

31.0

32.0
（点）

27.2

28.2
28.0

29.3

27.1

29.6

28.6

28.8

28.3

27.6

29.3

27.4 27.6

28.7

対前年増減率　▲3.3%
対前月増減率　＋3.8%

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月
審査月

5.6

5.8

6.0

6.2

6.4

6.6

6.8
（点）

5.7

6.3

6.2
6.2

6.4

6.5 6.6

5.9

6.1
6.1

6.0

5.8

6.0
5.9

対前年増減率　▲4.5%
対前月増減率　▲1.8%

再審査査定（保険者）件数・点数の推移（医科歯科計）

請求１万点当たり再審査査定点数請求１万件当たり再審査査定件数

平成30年度　　　　平成29年度　　　　平成28年度
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10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

7,500

7,000

10,500

10,000

9,500

9,000

8,500

8,000

11,000

26年 27年 28年
1 3月
29年
月12月 月 12月 2月 4月 月5 月6 月7 月8 月 月9 10 月11 月12 1

30年
月 2月 3月 4  月 5  月 6  月 7  月

10,500 11,500
（万件） （億円）

8月 9月 月1012 月11 12月

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

金額 前月比 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比 金額 前年
同月比 金額 前年

同月比
百万円 ％ ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

協会けんぽ 461,498 102.2 102.1 322,754 102.8 46,520 103.4 89,343 99.6 1,577 70.6 1,304 118.5 

船員保険 1,552 100.3 98.3 1,114 99.1 133 96.4 293 97.1 9 72.1 3 90.8 

共済組合 90,019 107.9 99.2 62,044 99.5 9,608 102.4 17,861 97.2 252 67.1 255 109.4 

健保組合 304,824 104.8 101.7 207,658 102.2 34,586 103.9 60,941 99.3 803 68.9 836 116.6 

医療保険合計 857,893 103.7 101.6 593,570 102.2 90,847 103.5 168,438 99.2 2,642 69.7 2,397 116.7 

各法合計 215,037 100.1 100.1 154,085 101.2 8,873 103.2 41,611 94.6 5,986 99.3 4,482 117.6 

総計 1,072,931 103.0 101.3 747,654 102.0 99,721 103.4 210,048 98.3 8,628 87.9 6,880 117.3 

合 計 医科 歯科 調剤 食事・生活療養費 訪問

件数 前月比 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比 件数 前年
同月比 件数 前年

同月比
千件 ％ ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％ 千件 ％

協会けんぽ 40,101 104.0 102.4 21,344 101.8 5,492 104.5 13,241 102.6 283 100.2 24 117.6 

船員保険 114 101.8 97.3 61 96.7 15 100.8 38 97.1 1 93.1 0 108.2 

共済組合 9,095 107.8 100.5 4,869 99.8 1,242 103.1 2,978 100.7 56 97.2 5 111.5 

健保組合 30,307 106.1 102.1 15,974 101.4 4,306 104.1 10,010 102.4 174 99.7 17 115.5 

医療保険合計 79,616 105.2 102.1 42,248 101.4 11,054 104.2 26,268 102.3 514 99.7 46 116.1 

各法合計 18,415 104.4 107.1 9,707 106.6 1,652 111.9 6,966 106.5 174 96.5 90 119.2 

総計 98,031 105.1 103.0 51,955 102.3 12,706 105.2 33,233 103.1 688 98.8 137 118.2 

（注1）総計欄には、老人保健が含まれている。　（注2）数値は、突合点検による原審査結果を反映したものである。
（注3）百万円未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。

診療報酬等確定件数・金額の詳細情報については、支払基金ホームページからご覧いただけます。
（支払基金ホームページ　https://www.ssk.or.jp/→統計情報→確定状況）

（注1）合計欄は、食事・生活療養費を除く件数とその対比である。　（注2）総計欄には、老人保健が含まれている。   
（注3）千件未満四捨五入のため、合計および総計が一致しない場合がある。        

 

　平成30年12月診療分の確定件数は、総計で9,803万件
（前年同月比3.0％増）です。そのうち、医療保険合計は
7,962万件（同2.1％増）です。
　確定金額は、総計で1兆729億円（同1.3％増）です。
そのうち、医療保険合計は8,579億円（同1.6％増）です。

診療報酬等確定件数・金額の月別推移

確定件数および金額の状況 診療報酬等確定状況

医療費の
動向

件数
金額

種別

管掌別

管掌別

種別

件数（平成30年12月診療分）

金額（平成30年12月診療分）
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図4-2　調剤1件（回）当たり点数の伸び率（前年同月比）

図2-2　医科1件当たり点数の伸び率（前年同月比）

図2-1　医科1件当たり点数

図1-2　医科1日当たり点数の伸び率（前年同月比）

図1-1　医科1日当たり点数

図4-1　調剤1件（回）当たり点数

図3-2　歯科入院外1件（日）当たり点数の伸び率（前年同月比）

図3-1　歯科入院外1件（日）当たり点数

診療諸率の状況
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おたずねに
答えて

このQ＆Aは支払基金に寄せられた「お問い合わせ」の中から紹介しています。

AQ
手数料単価の変更について

Q
　9月審査分（10月の請求分）から変更となります。

　平成31年10月からの消費税引上げに伴う対応として、2段階の手数料単価を設定
していますが、10月以降（税率10％）というのは、10月審査分からでしょうか。

A

保険者
からの
質　問

基本手数料（税込）

平成 31年度 平成 30年度 前年度比較

医科
歯科

9月まで（税率 8％） 72.80
76.90

▲ 4.10

10月以降（税率 10％） 74.20 ▲ 2.70

調剤
9月まで（税率 8％） 36.40

38.50
▲ 2.10

10月以降（税率 10％） 37.10 ▲ 1.40

（単位：円）

お詫びと訂正
本誌 2018年 8月号・2019年 3月号の掲載記事に誤りがありました。
読者の皆さま、関係者の皆さまにご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。

（正）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　   （誤）

2019年 3月号「地方単独医療費助成制度の審査支払事務委託後の効果」P15上部
　 （正）セーレン健康保険組合　　　　　　 （誤）セーレン健康保険組合
　  　     常務理事　井上 哲也 氏　　　　　　　  理事長　井上 哲也 氏

2018年 8月号「平成 29年度支払基金における審査状況」P11上部
「請求 1万点当たり原審査査定点数におけるコンピュータチェックの効果（単月点検分）平成 29年 5
月～ 30年 4月審査分」グラフ内の原審査査定点数とコンピュータチェック割合に誤りがありました。

月別の同訂正分を支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）
→ トップページ → プレスリリース → 平成 30年度 → 平成 31年 3月 15日で公開しています。
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information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

2月01日 11月確定件数 前年比4.2％増加 　～ 確定金額は3.1％の増加 ～
2月25日 2月定例記者会見を開催
  審査情報提供事例（医科・歯科）を追加

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況

 2月理事会は25日に開催され、議題は次のとおりでした。
議　題
　１　議事
　　⑴　理事長特任補佐の選任（案）
　　⑵　平成31（2019）事業年度一般会計事業計画（案）
　　⑶　平成31事業年度一般会計収入支出予算（案）
　　⑷　平成30事業年度特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係特別会計予算、事業計画及び資金計画の変更（案）
　　⑸　保険者との契約の改定（案）

　２　報告事項
　　⑴　第20次審査情報提供（医科）及び第15次審査情報提供（歯科）
　　⑵　平成32年度新規職員採用計画
　　⑶　和歌山支部監事監査結果報告
　　⑷　社会保険診療報酬支払基金定款の変更の認可

　３　定例報告
　　⑴　平成30年12月審査分の審査状況
　　⑵　平成31年2月審査分の特別審査委員会取扱状況
　　⑶　平成31年1月理事会議事録の公表

2月01日　統計情報に確定状況及び収納状況（平成30年11月診療分）を追加しました
             　     統計月報（平成30年11月診療分）を掲載しました
 　　　　   支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確定状況」を更新し

ました
基本マスター（医薬品）を更新しました

2月04日　「突合点検に係る帳票等について」等を更新しました
平成30年度診療報酬改定関係通知を掲載しました

2月05日　平成31年2月1日以降のオンライン請求接続回線・事業者一覧表を掲載しました
2月06日　基本マスター（医科診療行為）を更新しました

医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新しました
2月08日　保険者の異動について（2019年1月分）を掲載しました
2月12日　平成31年3月1日以降の東日本大震災により被災した被保険者等に係る一部負担金等免除証明書の取扱いにつ

いて掲載しました
レセ電通信（医科・DPC・歯科・調剤）を掲載しました

2月13日　平成30年度全国基金医療顧問等会議を開催
2月14日　「第24回審査に関する支部間差異解消のための歯科検討委員会」及び「第17回審査情報提供歯科検討委員会」

を開催
　　　　    「第51回審査に関する支部間差異解消のための中央検討委員会」及び「第34回審査情報提供検討委員会」を開催

女性活躍に関する情報を更新しました
2月15日　基本マスター（コメント関連テーブル）を更新しました

基本マスター（医科診療行為・コメント）の新設予定コード等を掲載しました
2月18日　オンライン請求用パソコン動作環境（OS等）を更新しました

平成30年度診療報酬改定関係通知を掲載しました
2月19日　助産所情報の取扱い業務を掲載しました
2月20日　月刊基金「平成31年2月号」を掲載しました
2月22日　平成30年度診療報酬改定関係通知を掲載しました
2月25日　レセプト電算処理システムマスターファイル仕様説明書を更新しました

審査情報提供事例を追加しました
2月26日　個人番号及び法人番号の収集等について－医療機関・薬局・訪問看護ステーションの皆様へ－を更新しました

平成30年度診療報酬改定関係通知を掲載しました
2月27日　基本マスター（医薬品）を差し替えました


